
　令和2年町議会定例会３月会議が、２月19日から

３月18日までの29日間にわたり開催され、初日に

高橋町長が令和2年度の施政方針演述を行いました。

施政方針の要旨と新年度の主要施策、予算の概要に

ついてお知らせします。

「
希
望
と
誇
り
と
活
力
に
あ
ふ
れ

躍
動
す
る
ま
ち
」
の
実
現
へ

　

高
橋
町
長
は
施
政
方
針
演
述
で
、

今
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
４
カ

年
の
町
政
指
針
を
定
め
た
「
第
７
次

矢
巾
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」

に
沿
い
、
新
年
度
の
町
政
に
対
す
る

所
信
と
施
策
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

冒
頭
で
は
今
年
開
催
さ
れ
る
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

触
れ
、
本
町
出
身
選
手
の
活
躍
に
期

待
を
寄
せ
ま
し
た
。

 
施
政
方
針
の
要
旨 　

今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

わ
が
矢
巾
町
か
ら
は
、
水
本
圭
治
選

手
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
カ
ヌ
ー

ス
プ
リ
ン
ト
に
出
場
が
決
定
し
、
町

出
身
者
で
初
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
な

り
ま
し
た
。
本
人
の
努
力
に
敬
意
を

表
す
と
と
も
に
、
ご
家
族
を
は
じ
め

水
本
選
手
を
支
え
て
き
た
全
て
の
皆

さ
ま
に
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
昭
和
45
年
に
開

催
さ
れ
た
岩
手
国
体
で
は
、
本
町
は

カ
ヌ
ー
競
技
の
会
場
で
し
た
。
そ
の

半
世
紀
後
に
カ
ヌ
ー
競
技
で
水
本
選

手
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
と
な
っ
た

こ
と
は
、
ま
さ
に
歓
喜
の
思
い
で
あ

り
、
郷
土
の
誇
り
と
し
て
、
町
を
挙

げ
て
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
２
月
７
日
に
オ
ー
ス
ト
リ

ア
共
和
国
の
「
復
興
『
あ
り
が
と
う
』

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」
に
登
録
と
な
り
ま

し
た
。
今
年
の
東
京
大
会
は
、
復
興

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
位
置
付
け
も
あ
り
、
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
と
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
選
手
団
を

積
極
的
に
応
援
し
ま
す
。

　

【
所
信
】

　

時
代
は
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
に

な
り
ま
し
た
。
新
元
号
の
令
和
に
は
、

人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で

文
化
が
生
ま
れ
育
つ
、
と
い
う
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
第
７
次
矢
巾
町
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
始
ま
り
の

年
で
あ
り
、
基
本
理
念
で
あ
る
「
希

望
と
誇
り
と
活
力
に
あ
ふ
れ　

躍
動

す
る
ま
ち　

や
は
ば
」
の
実
現
、
そ

し
て
新
時
代
・
令
和
に
込
め
ら
れ
た

願
い
の
実
現
に
向
け
、
町
の
先
頭
に

立
っ
て
町
政
を
進
め
る
所
存
で
す
。

　

新
年
度
は
、
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
」
＝
健

康
で
暮
ら
せ
る
町
、
「
セ
ー
フ
テ
ィ
」

＝
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
町
、
「
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
＝
多
様
性
を
認
め

合
う
こ
と
が
で
き
る
町
の
三
つ
を
施

策
の
重
点
に
据
え
ま
す
。

　

加
え
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
国
連
の
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）
を
施
策
に
横
断
的

に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
人
生

１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
つ
つ
、
「
全

世
代
に
優
し
い
ま
ち
」
の
実
現
を
図
る

と
と
も
に
、
新
た
な
技
術
を
社
会
生
活

に
取
り
入
れ
て
、
社
会
的
課
題
を
解

決
す
る
新
た
な
社
会
「S

o
c
ie

ty
5
.0

(

ソ

サ
エ
テ
ィ
５
・
０)

」
の
実
現
を
目
指
し
、

コ
ン
パ
ク
ト
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

　

【
主
要
事
業
】

　

第
７
次
矢
巾
町
総
合
計
画
の
施
策

の
大
綱
で
あ
る
、
ま
ち
の
将
来
像
の

実
現
に
向
け
た
７
つ
の
ま
ち
づ
く
り

の
方
針
（
①
健
や
か
な
生
活
を
守
る
ま

ち
づ
く
り
②
時
代
を
拓
き
次
代
に
つ

な
が
る
ひ
と
づ
く
り
③
利
便
性
と
発

展
性
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
④
快
適

性
と
安
全
性
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り

⑤
産
業
の
活
力
を
高
め
る
ま
ち
づ
く

り
⑥
豊
か
な
生
活
を
守
る
ま
ち
づ
く

り
⑦
安
心
と
信
頼
が
寄
せ
ら
れ
る
行

政
運
営
）
に
沿
っ
て
、
令
和
２
年
度

の
主
要
な
事
業
に
関
し
、
具
体
的
な

取
り
組
み
を
説
明
し
ま
す
。
（
左
ペ
ー

ジ
参
照
）

　

【
終
わ
り
に
】

　

世
界
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
地

球
温
暖
化
に
伴
う
異
常
気
象
は
、
わ
れ

わ
れ
に
と
っ
て
大
き
な
脅
威
と
な
っ

て
い
ま
す
。
町
と
し
て
も
、
気
候
変

動
対
策
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
基
づ
い

た
環
境
施
策
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
こ
う
し
た
現
状
を

広
く
周
知
す
る
と
と
も
に
、
町
民
の

皆
さ
ま
と
共
通
の
認
識
を
持
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

新
年
度
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組

む
姿
勢
を
明
確
に
宣
言
し
、
「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
」
、
町
民
が
主
役
の
ま

ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
、
活
力
に

満
ち
た
町
政
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

議
員
各
位
を
は
じ
め
町
民
の
皆
さ

ま
か
ら
、
な
お
一
層
の
ご
指
導
を
お

願
い
し
ま
す
。

令

方政 針

年

長 施町

度2和

令
和
２
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
る

高
橋
町
長
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令和2年度 主要施策の抜粋

■高齢者の生活支援・介護予防…支援に必要なニーズ

の把握と地域資源の状況を的確に把握し、高齢者個々

の生活支援などを行うため、生活支援コーディネーター

を選任し、高齢者を支えるネットワークを構築します。

■子育て支援の拡充…切れ目ない支援体制の構築のた

め、子育て世代包括支援センターを設置します。妊娠

期から子育て期までの総合的支援として、妊産婦の健

康保持増進・疾病の早期発見、早期治療のため妊産婦

健診を実施します。

■健康づくり…健康チャレンジ事業を継続実施し、普

段の生活から健康づくりの支援に加え、メディカル

フィットネス施設を拠点とした健康増進事業を展開し、

全国に発信できるモデルを構築します。

■地域福祉の充実…地域の困りごとをその地域で受け

止め、解決につなげられるよう「我が事・丸ごと・地

域ごと」の観点から地域づくり推進事業を推し進め、

地域共生社会の実現を目指します。

■障がい福祉の充実…障がい者の方々が身近なところ

で相談でき、住み慣れた地域で安心して過ごすことが

できるよう、専門的人材の養成と確保など、サービス

提供体制を強化します。

■青少年の健全育成…教育振興運動、各地区子ども会

や青少年団体などの団体活動を支援することで、地域

社会全体の教育力のさらなる向上を図ります。

■自治公民館の活用…地域住民同士が互いに学び合い、

教え合いながら教養の向上を図れるよう、自治公民館

長研修などを開催するなど支援を行います。

■道路ネットワークの整備…防災・安全交付金を活用

し、児童生徒の安全を確保するため、町道島線・田中

縦道線の歩道整備を推進します。また、矢巾スマート

インターチェンジ周辺道路でも、安全性の確保と利便

性の向上のため、拡幅工事を引き続き進めます。

■盛岡南道路関連…早期事業化へ向けた要望活動を行

いながら、広域的な地域連携を支える道路ネットワー

クの強化、安定した救急搬送ルートの確保、円滑な物

流ルートの確保、交通安全の確保を進めます。

■公共交通事業…交通弱者への交通手段の確保、路線

バスの縮退による町内の交通利便性の低下を補うため、

コミュニティバスとデマンド型乗合タクシーを運行し

ます。

■防災関係団体や町民との協力体制…昨年育成した 52

人の町内防災士と自主防災組織が連携した防災講習会

や訓練、岩手大学と連携した自主防災組織育成事業を

実施する他、防災ラジオを核とした非常時通信手段の

整備など連絡体制の強化を行い、地域ぐるみの防災体

制と防災意識の高揚を図ります。

■空き家対策…周辺への被害防止などを進め、利用可

能な空家についての全国版空き家バンクへの登録を推

進します。

■地域コミュニティーの活性化…次世代に向けたコ

ミュニティーの形成を後押しし、町民とともに議論を

深めます。また、町民ワークショップなどを通して、

町を応援してくれる「まちづくりサポーター」などの

育成に努めます。

■農業基盤整備事業…ほ場の大区画化・パイプライン

化、老朽化した農業水利施設の長寿命化など、総合的

な整備に向けた支援を行います。

■農業従事者と後継者の確保…就農の検討・準備段階か

ら就農開始を経て経営を確立するまでを一連の流れとし

て、農業従事者の確保・育成を支援し、多様な担い手の

確保に向けた農業分野と福祉分野の連携について支援し

ます。

■商工業の振興…矢幅駅周辺の商業環境の整備が進め

られる一方で、岩手医科大学附属病院の開院による人

の流れの変化の現状を把握し、中心市街地の活性化に

向けた市街地支援と事業者間の連携の推進に取り組み

ます。

■企業誘致の推進…若者や女性が働く環境を充実させ

るため、企業立地奨励制度の推進を図ります。加えて、

起業の進出要望に対応するため、市街化調整区域にお

ける地区計画制度による企業誘致事業によって立地可

能用地の確保を進めます。

■ごみの減量…いつでも資源として回収できるリサイ

クル拠点回収設備などを充実させます。加えて、各自

治会や団体の資源回収も継続し、事業者の協力のもと

事業系一般ごみの減量化も進めます。

■環境教育…小学生を対象に、リサイクルや省エネル

ギー、温暖化対策について学ぶ機会を提供する環境教

育を推進します。

■ふるさと納税事業…関係人口の増加に向け、謝礼品

の充実や寄付の目的となる施策メニューの拡充を図り

ます。企業版ふるさと納税では、応援を得られるよう

な独自色ある施策を立案します。

■適正な行財政運営の推進…高度化、多様化する課題

に対応する行政組織の構築に向け、職員の資質向上に

向けた研修を充実させ、定型業務の効率化を図ります。

②時代を拓き次代につながるひとづくり

③利便性と発展性を高めるまちづくり

④快適性と安全性を高めるまちづくり

⑤産業の活力を高めるまちづくり

⑥豊かな生活環境を守るまちづくり

⑦安心と信頼が寄せられる行政経営

①健やかな生活を守るまちづくり
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